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Ⅰ	 南北朝時代	

	 	 	 五胡十六国	
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Ⅱ	 隴西の李氏 
 
 

	 	 涼武昭王李玄盛	

	 	 西涼（400～421）	 	

	 李暠(りこう：字玄盛)		漢人で隴	 	 	 	

西出身、後涼、北涼時代に敦煌太	 	

守となり独立して西涼を建国する。	

	

	 405	 	 年	 東晋への使者	

	 418 年	 鎮西大将軍酒泉公	

	

	 	 華北奪還の希望の星	

	 	 	 	 	

	

	

	

	

	

	

李陵との関係	 →	 隴西の李氏	

	 『漢書』李廣傳「李廣、隴西成紀の人。」	

『晋書』李玄盛傳「隴西成紀の人。漢の将軍広の十六世の孫」	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 『旧唐書』高祖本紀「（李淵）、姓李氏、諱淵。其の先は、隴西狄道の人。涼武昭王暠の

七代の孫なり」	

 
李陵の評価の変化 
李玄盛の出現と忠誠心 
南朝漢人にとっての英雄であり、その先祖は漢の將軍李広、李陵であった。 
→	 悲劇の英雄李陵の形成	 李陵悲話 
 
	 李陵の時代から 500 年たった 5 世紀南朝宋になって、逆臣李陵のイメージが風化してい
くなかで、隴西李氏の末裔李玄盛の登場は、李陵に対する同情へと変わっていった。 
さらに南朝の漢人にとっては、河西回廊一帯は、想像の世界でもあり、抒情豊かな地とし

て描かれる。西域抒情は、人と地域の両者が醸成していったのである。 
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Ⅲ	 西域慕情 
 
(1)	 『文選』（梁	 昭明太子（501～531）編	 「蘇武に答えるの書」 
	 	 （後掲） 
 
(2)	 西域詩 
 
范雲（梁	 451－503）	 『文選』巻三十一	

寒沙	 四面を平らかにして	 	 	 飛雪	 千里を驚かす	

風は断つ	 陰山の樹	 	 	 	 	 	 霧は失
かく

す	 交河の城	

朝に駆る	 左賢の陣	 	 	 	 	 	 夜に薄
せま

る	 休屠
きゅうと

の営	

昔	 前軍の幕に事え	 	 	 	 	 	 今	 嫖姚
ひょうよう

の兵に逐
したが

う	

道を失すれば	 刑は既に重く	 	 	 遅留すれば	 法は未だ軽からず	

頼むところは	 今の天子	 	 	 	 	 漢道	 日びに休明ならん	 	 	 	

	

「涼州詩」	 唐：王之渙	

黄河	 遠く上る	 白雲の間	

一片の孤城	 万仞の山	

羌笛なんぞ須いん	 楊柳を怨むを	

春光	 渡らず	 玉門関	

	

「従軍行」	 	 唐：王昌齢	

青海の長雲	 雪山暗し	 	

孤城	 遙に望む	 玉門関	

黄沙	 百戦	 金甲を穿つも	 	

楼蘭を破らざれば	 終に還らじ	

	

王維「送元二使安西	 渭城曲」	

渭城の朝雨 軽塵を浥
うるお

す 
客舎青青 柳色新たなり 
君に勧む 更に尽くせ一杯の酒 
西の方陽関を出づれば 故人無からん 
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Ⅳ	 ロマンと現実	 ――	 歴史解釈への影響 
 
	 (1)	 西域の関 
	 	 李広利大宛遠征と玉門関 
 
	 	 漢武帝は、太初元年（BC104）	 李広利を貳師將軍に任じ、大宛に遠征させ、善馬を獲
得せんとする。 

	 	  

「道、遠くして，多く食を乏
か

く。且つ士卒は戰を患えずして飢えを患う。人、少くして，

以て（大）宛を拔くに足らず。願くば且し兵を罷め，發を益して復た往かん。」 

天子、之を聞きて，大いに怒り，使を使わして玉門関を遮
とざ

して、曰く「軍、敢えて入る

あらば，之を斬れ」と。 
貳師、恐れて，因りて敦煌に留屯す。	 	 	 	 『漢書』李広利伝 
 
玉門関は西の境界に位置する門戸 
文脈からは、敦煌県は玉門関より西。 
敦煌は漢が置いた県	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
現在の玉門関は敦煌県の西 
玉門関と敦煌県（漢の）位置関係はどうなるのか？ 
→	 玉門関は敦煌県の西に位置せねばならない。 

 
	 	 	 関所の機能	 	 checkpoint  と  barrier  
 
	 (2)	 李陵の邸宅 
	 	 1940年	 ハカス共和国	 アバカン市から中国漢代の瓦、瓦当（「天子」「千秋」「（長）
楽未央」「万歳当」が銘） 
	 	 →	 中国式建物の遺跡：東西 45 メートル、南北メートル、中央に面積 132㎡の広間、

広間の南と北に六室、東西に四室がおかれ、各室は広さ 30㎡ 
	 	 	 	 	 環頭の鉄刀、玉の耳杯、漢式土器、匈奴式土器が出土。 
 
	 発見の遺跡は、李陵の宮殿であった？ 
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